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言〉集会報告〈

E 日韓生涯学習シンポジウム「持続可能な社会三
への生涯学習J ~ 

三2008年7月198(土)'"'-'20日(日)

三於:北海道大学 三
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北
海
道
大
学
の
メ
ン
バ
ー
が
主
体
と
な
っ
て
、
韓

国
側
の
多
様
な
組
み
合
わ
せ
に
よ
っ
て
行
な
わ
れ
る

日
韓
生
涯
学
習
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
今
回
を
入
れ
て
過

去
に
北
大
を
会
場
と
し
て
三
回
、
韓
国
公
州
大
学
校

を
会
場
と
し
て
二
回
も
た
れ
て
き
た
。
そ
の
よ
う
な

蓄
積
を
基
礎
に
、
報
告
・
討
議
内
容
に
相
互
に
学
び

あ
う
べ
き
理
論
と
実
践
が
多
く
確
認
さ
れ
て
き
た
が
、

今
回
は
そ
の
点
で
実
り
あ
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
あ
っ

た
。
ま
た
何
よ
り
も
、
臼
韓
相
互
の
信
頼
関
係
が
一

層
強
く
築
か
れ
た
こ
と
が
大
き
な
成
果
で
あ
る
。
今

回
の
参
加
者
は
、
の
べ
約
一
五

O
人
ほ
ど
で
あ
っ
た
。

前
夜
の
七
月
一
八
日
に
、
今
回
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
報

告
者
の
一
人
で
あ
る
、
金
信
一
(
キ
ム
・
シ
ニ
ル
)

氏
に
特
別
講
演
を
行
な
っ
て
い
た
だ
い
た
。
事
前
の

広
報
・
宣
伝
が
遅
れ
、
北
大
教
育
学
部
の

H
P
に
掲

載
さ
れ
た
の
も
直
前
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

会
場
に
は
学
生
、
院
生
、
留
学
生
、
市
民
、
大
学
教

員
な
ど
お
よ
そ
七

O
人
の
方
が
参
加
さ
れ
た
。

講
演
者
の
金
信
一
氏
は
、
前
韓
国
教
育
人
的
資
源

部
長
官
(
二

O
O
六

二

O
O
八
)
、
ソ
ウ
ル
大
学

名
誉
教
授
、
元
韓
国
教
育
学
会
会
長
、
一
元
韓
国
平
生

教
育
学
会
会
長
、
元
東
ア
ジ
ア
成
人
教
育
フ
ォ
ー
ラ

ム
代
表
、
教
育
改
革
と
自
治
の
た
め
の
市
民
会
議
代

表
な
ど
を
歴
任
さ
れ
た
方
で
あ
る
。
早
稲
田
大
学
で

も
た
れ
た
日
本
社
会
教
育
学
会
五

O
周
年
記
念
国
際

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
(
二

O
O
三
・
九
)
で
は
、
韓
国
を

代
表
し
て
報
告
さ
れ
た
の
で
、
記
憶
し
て
い
る
方
も

多
い
で
あ
ろ
う
。

今
回
の
講
演
テ
l
マ
は
、
「
韓
国
に
お
け
る
教
育

政
策
の
焦
点
l
大
学
、
学
会
、
行
政
の
経
験
か
ら
」

で
あ
っ
た
。
自
ら
の
経
験
に
即
し
て
の
韓
国
教
育
の

概
観
が
ま
ず
な
さ
れ
た
。
〈
高
い
進
学
率
〉
(
中
等
教

育
九
八
パ
ー
セ
ン
ト
、
大
学
進
学
率
八
ニ
パ
ー
セ
ン

ト
)
、
〈
高
い
小
中
等
学
校
学
業
成
績
〉

(
P
I
S
A

(
O
E
C
D
学
羽
田
到
達
度
調
査
)
一
位
(
二

O
O
こ
、

二
位
(
二

O
O
四
)
一
|
五
位
(
二

O
O
七)、

T

I
M
M
S
(数
学
及
び
科
学
の
国
際
比
較
調
査
)
一

位
(
一
一

O
O
五
乙
で
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
〈
低
い

高
等
教
育
満
足
度
〉

(
I
M
D
国
際
経
営
開
発
研
究

所
調
査
・
国
際
競
争
力
ラ
ン
キ
ン
グ
で
六
一
カ
国
中

五
O
位
)
と
い
う
結
果
の
落
差
に
は
、
い
か
な
る
矛

盾
や
問
題
が
あ
る
の
か
。
こ
の
こ
と
に
連
関
し
て
、

韓
国
の
教
育
に
は
四
つ
の
争
点
(
政
治
的
争
点
に
も

な
っ
て
い
る
)
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
さ
れ
た
。

す
な
わ
ち
、
①
大
学
入
試
制
度
・
・
大
学
別
の
本
考

査
か
大
学
修
学
能
力
試
験
の
い
ず
れ
を
重
視
す
る
か
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②
中
等
教
育
の
卓
越
と
平
等
・
・
高
校
の
平
準
化
か
高

校
別
の
試
験
選
抜
か
、
自
律
高
校
の
制
限
か
拡
大
か
、

③
教
員
人
事
制
度
・
-
教
員
評
価
と
校
長
の
公
募
制
の

是
非
、
④
教
育
の
統
治
構
造

(
m
o
S
E
E
2
)
・・私

立
学
校
法
、
地
方
教
育
自
治
法
の
改
正
・
制
定
、
学

習
者
と
住
民
の
参
加
を
ど
う
す
る
か
な
ど
で
あ
る
。

そ
し
て
、
最
後
に
、
こ
れ
か
ら
の
新
し
い
持
代
の
教

育
に
は
、
学
歴
社
会
(
教
育
経
歴
)
か
ら
学
習
社
会

(
修
業
能
力
)
へ
の
転
換
、
生
涯
学
習
と
持
続
可
能

な
教
育
の
実
現
、
ま
た
こ
う
い
う
課
題
の
実
現
の
た

め
に
は
、
韓
日
両
国
の
相
互
理
解
と
教
育
協
力
の
拡

大
が
必
要
と
呼
び
か
け
ら
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

文
教
政
策
の
責
任
者
で
も
あ
っ
た
同
氏
の
報
告
に

は
、
感
銘
を
受
け
た
人
も
多
く
、
幾
人
か
の
参
加
者

か
ら
は
熱
心
で
鋭
い
質
問
が
な
さ
れ
た
。
残
さ
れ
た

短
い
時
間
の
な
か
で
、
金
信
一
氏
か
ら
誠
実
で
率
直

な
応
答
が
な
さ
れ
た
の
も
印
象
的
で
あ
っ
た
。

記念特別講演

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
初
日
・
・
七
月
一
九
日

日
韓
生
涯
学
習
シ
ン
ボ
初
日
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、

歓
迎
挨
拶
が
教
育
学
研
究
院
長
の
青
木
紀
氏
か
ら
な

さ
れ
た
後
に
、
ま
ず
特
別
報
告
が
二
本
な
さ
れ
た
。

金
信
一
(
キ
ム
・
シ
ニ
ル
前
韓
国
教
育
人
的
資
源

部
長
官
)
氏
「
持
続
可
能
な
社
会
と
生
涯
学
習
」
、

洪
淳
明
(
ホ
ン
・
ス
ン
ミ
ヨ
ン
元
プ
ル
ム
農
業
高

等
技
術
学
校
長
)
氏
「
プ
ル
ム
学
校
と
地
域
再
生
事

業
」
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
基
調
報
告
と
し
て
日
韓
双

方
か
ら
各
一
本
と
し
て
、
鈴
木
敏
正
(
北
海
道
大

学
)
氏
「
先
進
国
周
辺
に
お
け
る
社
会
的
排
徐
問
題

と
地
域
再
生
教
育
」
、
任
年
基
(
イ
ム
・
ヨ
ン
ギ
・

公
州
大
学
校
)
氏
「
韓
国
に
お
け
る
地
域
格
差
と
教

育
の
役
割
」
で
あ
っ
た
。

金
信
一
氏
の
報
告
は
、
こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催

直
前
の

G
8
環
境
サ
ミ
ッ
ト
に
も
言
及
し
た
上
で
、

持
続
可
能
な
世
界
の
実
現
に
は
、
人
生
に
対
す
る
価

値
観
と
生
活
様
式
、
個
人
レ
ベ
ル
か
ら
間
際
レ
ベ
ル

ま
で
の
総
体
的
変
化
が
求
め
ら
れ
る
と
し
た
。
さ
ら

に
、
持
続
可
能
な
社
会
の
要
件
と
し
て
国
家
教
育
制

度
の
改
革
が
不
可
欠
で
あ
り
、
教
育
を
国
家
の
一
方

的
統
制
か
ら
解
放
す
る
こ
と
、
他
方
教
育
統
制
に
対

す
る
国
家
権
力
の
空
席
を
資
本
に
独
り
占
め
さ
せ
て

も
な
ら
な
い
と
し
て
教
育
の
公
共
性
を
強
調
す
る
も

の
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
既
存
の
教
育
制
度
が
社
会
的

な
阿
梅
化
を
維
持
す
る
た
め
の
社
会
的
不
平
等
装
置

と
し
て
機
能
し
が
ち
で
あ
る
こ
と
を
批
判
し
、
持
続

可
能
な
社
会
は
包
容
と
統
合
に
基
本
機
能
を
お
き
、

そ
の
た
め
の
教
育
は
、
教
授
パ
ラ
ダ
イ
ム
か
ら
学
習

パ
ラ
ダ
イ
ム
へ
の
転
換
を
求
め
る
と
し
た
。

洪
淳
明
氏
は
、
プ
ル
ム
学
校
(
プ
ル
ム
は
ふ
い
ご

の
意
味
)
と
い
う
地
域
に
根
ざ
し
、
地
域
再
生
事
業

に
半
世
紀
を
か
け
て
取
り
組
ん
で
き
た
分
厚
い
実
践

歴
史
の
報
告
で
あ
っ
た
。
プ
ル
ム
学
校
は
、
ソ
ウ
ル

か
ら
率
で
二
時
間
の
忠
清
南
道
洪
城
郡
と
い
う
人
口
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四
二
二
三
人
、
世
帯
数
一
七

O
O
一
戸
の
地
域
に
存
立

し
て
い
る
。
一
九
五
八
年
に
、
設
立
者
の
一
人
朱
l

魯
に
よ
っ
て
、
「
キ
リ
ス
ト
教
、
農
村
の
守
護
者
、

位
界
の
市
民
」
と
い
う
理
念
が
掲
げ
ら
れ
、
も
う
一

人
の
設
立
者
の
李
賛
同
T
氏
の
四
五
年
八
月
一
五
日
の

「
新
し
い
日
の
標
語
巴
と
共
に
今
日
も
生
き
て
い
る

精
神
で
あ
る
。
ペ
ス
タ
ロ
ッ
チ
の
、
頭
、
心
、
手
を

用
い
た
全
人
教
育
思
想
に
通
じ
る
生
涯
働
き
学
ぶ
こ

と
、
「
歴
史
は
下
か
ら
見
上
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、

即
ち
苦
し
む
人
の
立
場
に
身
を
置
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
」
(
ボ
ン
・
ホ
エ
ツ
パ

1
)
こ
と
を
銘
じ
て
、

プ
ル
ム
学
校
は
「
共
に
生
き
る
平
民
」
の
養
成
を
め

ざ
す
も
の
で
あ
っ
た
。
学
校
は
、
地
域
再
生
を
も
う

一
つ
の
事
業
理
念
と
し
て
協
同
組
合
事
業
を
行
な
い
、

合
鴨
農
法
、
生
物
多
様
性
を
生
か
す
農
法
、
シ
ユ
タ

イ
ン
耐
震
法
な
ど
、
韓
国
髄
一
規
模
の
有
機
農
業
問
地

と
な
っ
て
い
る
。
有
機
循
環
自
給
体
制
と
し
て
、
出

版
社
、
プ
ル
ム
学
校
生
協
、
プ
ル
ム
の
人
々
(
米
粉

加
工
事
業
体
)
、
希
望
を
分
か
ち
合
う
村
づ
く
り
な

ど
、
学
校
の
活
性
化
と
地
域
の
多
様
な
発
展
と
共
生

が
目
指
さ
れ
、
文
字
通
り
d
吾
宵
日
号
即
日
ダ
〉
口
付

戸
。

g-q
の
実
践
が
な
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
っ
た
。

こ
れ
ら
に
対
し
て
、
基
調
報
告
の
鈴
木
敏
正
、
任

年
基
、
両
氏
の
報
告
は
、
日
韓
双
方
の
社
会
的
排
除

と
地
域
間
教
育
格
差
に
つ
い
て
、
そ
の
政
策
的
及
び

社
会
構
造
的
原
因
と
管
景
を
理
論
的
に
解
明
し
、
そ

れ
ら
に
対
す
る
地
域
再
生
教
育
や
政
策
的
対
応
を
理

論
的
、
研
究
的
に
分
析
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
鈴
木

敏
正
氏
は
、
社
会
的
排
除
打
開
の
方
途
に
つ
い
て
、

地
域
再
生
主
体
の
エ
ン
パ
ワ
l
メ
ン
ト
、
社
会
的
協

同
実
践
の
持
空
間
と
し
て
の
地
域
把
握
、
地
域
生
涯

教
育
計
画
化
を
あ
げ
、
任
年
基
氏
は
、
都
市
|
農
村

教
育
格
差
の
社
会
的
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
解
明
の
上
に
、

都
市
低
所
得
層
の
子
ど
も
の
た
め
の
教
育
格
差
解
消

事
業
、
農
山
漁
村
に
お
け
る
教
育
条
件
改
善
事
業
、

な
ど
韓
国
に
お
け
る
地
域
間
教
育
格
差
解
消
の
た
め

の
方
策
と
オ
ル
タ
ナ
テ
イ
ブ
を
示
唆
す
る
も
の
で
あ

っ
た
。初
日
の
コ
メ
ン
テ
l
タ
の
青
木
紀
氏
は
、
日
韓
双

方
の
共
、
通
性
と
と
も
に
、
日
本
は
貧
困
格
差
が
行
き

着
く
と
こ
ろ
ま
で
き
て
お
り
政
策
の
無
策
性
が
露
呈

し
て
い
る
が
、
韓
国
の
場
合
ま
だ
処
方
の
可
能
性
が

あ
る
よ
う
に
も
見
受
け
ら
れ
る
の
が
、
興
味
深
い
と

指
摘
し
、
亀
野
淳
氏
は
国
家
関
与
の
あ
り
方
の
差
違

を
指
摘
さ
れ
た
。
質
疑
も
活
発
で
あ
っ
た
。

講
演
と
初
日
の
シ
ン
ポ
に
参
加
さ
れ
た
教
師
の
方

か
ら
は
後
日
メ

l
ル
で
以
下
の
感
想
を
頂
い
た
。

「
日
本
と
韓
日
出
の
か
か
え
る
教
育
事
情
の
類
似
性
に

つ
い
て
は
驚
き
ま
し
た
。
「
小
学
校
英
語
が
功
を
奏

し
て
い
な
い
』
「
一
一
板
化
・
肉
極
化
の
問
題
』
『
教
員

の
人
事
評
価
」
等
、
日
本
の
抱
え
る
諸
矛
盾
を
お
隣

の
国
韓
国
で
も
河
様
に
か
か
え
な
が
ら
混
迷
し
て
い

る
様
は
、
元
教
育
長
官
が
い
う
の
で
す
か
ら
リ
ア
ル

な
も
の
で
し
た
。
・
・
・
プ
ル
ム
学
校
に
つ
い
て
も
非

常
に
魅
力
的
で
す
。
地
域
に
根
ざ
す
教
育
は
日
本
の

十
八
番
か
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
世
界
の
各
地
で

「
子
ど
も
と
教
育
」
を
大
切
に
す
れ
ば
行
き
着
く
と

こ
ろ
は
向
じ
で
あ
る
こ
と
を
確
信
し
ま
し
た
よ
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七
月
二

O
日
シ
ン
ポ
第
二
日
"
・
一
一
一
つ
の
セ

ッ
シ
ョ
ン
報
告

七
月
二

O
日
は
、
九
時
三

O
分
か
ら
一
六
時
三
一

O

分
ま
で
の
一
日
を
使
っ
て
、
三
つ
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
の

討
議
を
行
な
っ
た
。
日
韓
双
方
か
ら
三
本
ず
つ
計
六

本
の
報
告
が
あ
り
、
最
後
に
、
町
井
輝
久
氏
、
笹
川

孝
一
氏
、
金
信
一
氏
の
総
括
コ
メ
ン
ト
と
今
後
の
課

題
が
提
起
さ
れ
る
と
い
う
流
れ
で
あ
っ
た
。
論
議
さ

れ
た
内
容
が
濃
密
で
、
詳
し
く
紹
介
す
る
に
は
紙
数

が
足
り
な
い
の
で
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
簡
単
な
内
容
だ



け
を
紹
介
し
て
お
こ
う
。

第
一
セ
ッ
シ
ョ
ン
は
、
韓
国
の
失
業
問
題
と
教
育

訓
練
事
業
に
対
し
て
、
日
本
側
の
視
点
と
韓
国
側
の

現
状
分
析
が
ク
ロ
ス
し
て
共
通
す
る
課
題
が
多
い
こ懇親会

と
が
確
認
さ
れ
た
と
い
え
る
。
報
告
者
は
、
浅
野
か

お
る
(
福
島
大
学
)
氏
「
社
会
的
疎
外
層
対
策
と
生

涯
学
習
の
課
題
」
、
鄭
然
純
(
チ
ヨ
ン
・
ヨ
ン
ス
ン

韓
国
雇
用
情
報
院
)
氏
「
韓
国
の
失
業
問
題
と
教

育
訓
練
」
で
あ
る
。

第
二
セ
ツ
ツ
シ
ヨ
ン
は
、
木
村
純
(
北
海
道
大

学
)
氏
「
北
海
道
に
お
け
る
地
域
福
祉
と
社
会
的
協

同
実
践
」
、
議
煩
賛
(
ヤ
ン
・
ピ
ヨ
ン
チ
ャ
ン
公

州
大
学
校
)
氏
「
韓
国
に
お
け
る
地
域
教
育
共
河
体

運
動
の
展
開
」
こ
の
二
つ
の
報
告
は
、
こ
の
日
の
メ

イ
ン
を
な
す
報
告
で
あ
っ
た
。
両
国
の
社
会
的
排
除

に
抗
す
る
実
践
の
質
が
高
め
ら
れ
、
教
訓
の
多
い
こ

と
が
示
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
木
村
純
氏
の
根
釧

地
域
の
「
訪
問
介
護
事
業
所
す
ず
ら
ん
」
の
事
例
報

告
、
議
問
削
脚
質
氏
の
忠
商
教
育
研
究
所
に
お
け
る
農
村

教
育
共
同
体
事
業
報
告
は
、
互
い
に
共
有
す
べ
き
内

容
を
豊
か
に
脹
胎
さ
せ
て
い
た
。

第
三
セ
ッ
シ
ョ
ン
は
、
社
会
的
排
除
に
抗
す
る
大

学
の
役
割
を
、
日
韓
双
方
の
事
例
や
政
策
か
ら
析
出

す
る
も
の
で
、
姉
崎
洋
一
「
社
会
的
排
除
に
挑
戦
す

る
大
学
の
役
割
l
生
涯
学
羽
田
の
視
点
か
ら
!
日
本
の

場
合

l
H
援
激
浪
(
チ
ェ
・
ド
ン
ミ
ン
尚
志
大

学
校
)
氏
「
社
会
的
排
除
に
挑
戦
す
る
大
学
の
役
割

生
涯
学
習
の
視
点
か
ら
!
韓
国
の
場
合
1
1
」
で
あ

っ
た
。
高
等
教
育
の
大
き
な
転
換
期
に
あ
っ
て
、
大

学
が
い
か
な
る
意
味
で
そ
の
社
会
的
使
命
を
果
た
す

の
か
、
そ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
に
は
、
日
韓
両
国
共
に
、

論
争
が
あ
り
、
ま
た
実
践
事
例
に
は
進
化
が
見
ら
れ

る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
と
い
え
る
。

最
後
の
総
括
討
論
で
は
、
町
井
氏
が
、
近
代
教
育

の
パ
ラ
ダ
イ
ム
転
換
の
必
要
を
論
じ
、
金
氏
、
洪
氏

が
違
う
視
点
か
ら
で
あ
る
が
、
同
様
に
論
じ
ら
れ
た

こ
と
、
浅
野
、
鄭
両
氏
と
も
に
学
ぶ
権
利
と
職
業
技

術
訓
練
の
関
係
性
が
指
摘
さ
れ
た
こ
と
、
大
学
の
役

割
が
姉
崎
、
屋
氏
共
に
知
の
あ
り
か
た
の
向
い
直
し

を
迫
っ
て
い
る
こ
と
を
印
象
深
く
感
じ
た
こ
と
、
笹

川
氏
は
、
日
韓
双
方
の
議
論
が
こ
こ
ま
で
詰
め
ら
れ

て
論
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
に
感
慨
を
覚
え

た
こ
と
、
あ
ら
た
め
て
リ
テ
ラ
シ

1
の
問
題
と
し
て
、

お
互
い
に
書
い
て
理
解
し
表
現
す
る
こ
と
の
重
要
性

を
感
じ
た
こ
と
、
金
信
一
氏
は
、
分
裂
格
差
社
会
に

あ
っ
て
社
会
的
疎
外
・
排
除
を
克
服
す
る
智
恵
を
岡

田
の
研
究
で
深
め
る
こ
と
の
意
義
が
あ
る
こ
と
を
確

認
し
た
。
フ
ロ
ア
か
ら
の
積
極
的
な
提
案
も
多
く
山
山

た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
あ
っ
た
。
(
姉
崎
洋
一

H

北
海
道
大
学
)
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